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［1］はじめに
　日頃かかわっている保育所で，5人の5歳児（N
美・Mi子・c子・N江・s治）が，新入所の3人
兄弟（双子の3歳女児且美・A子と2歳児の弟R
男）をとても可愛がって修了していったことに出
くわした。この事例を通して，異年齢のかかわり
を考えてみたい。
［H］保育所の状況とそこへの私のかかわりにつ
いて
く且7年度の保育所の状況〉
　在所児41名（5歳児11名，4歳児17名，3歳児
13名，〈2歳児2名，1歳児1名を含む〉各1クラ
スの編成）
　職員数7名（所長1名，副所長1名，保母3名，
調理員1名，用務員1名）
＜私のかかわり＞
　H4年度，それまでかかわっていた保育所で研
究を共にしていたS所長の異動が発端になって
始まり，保育実践への自然な形での参加・観察，
反省会等の会議・話し合い等への参加を継続して
きた。H7年度は所長の異動があったが，かかわ
りに大きな変化はない。敢えて言うならば，特に
求められない限り，会議には加わらないようにし
ていることがあるくらいである。
　長期休暇中はほとんど毎日，それ以外では月平
均2～4日ほど通い，終日を過ごしている。子ど
も達は，私のことをあまり働かない保育者と思っ
ているようである。
［m］方　　　法
　この保育所における私自身の保育体験，保育中
に取ったメモや保育終了後に取った思い出し記
録，保育者が自覚的に記したもの，会議での話し
合い，保育中や終了後等に保育者と気軽に話し合
う中で得たもの等を省察的に考察する。
［N］かかわりの様子
（1）H7年春～夏
　R男を抱っこやおんぶをしようとしてうまくい
かず泣かれて困って，rU子（R男の担当保母の名）
んとこ行く？U子んとこ行く？」と心情を探りU
先生のもとへ伴うこともあるが，自分のことは
そっちのけで担任に叱られる（①／記録）ほど本
当によく面倒をみ，それを楽しんでいた。保育者
は，子ども達の中から生まれたこの様子を，自然
幼児教育学科
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な異年齢のかかわりの望ましい姿として微笑まし
い思いと猫の手も借りたいほどの入所当初の忙し
さもあって有り難い（保育者弁）思いとで基本的
には見守っていた。
　R男が保育所で一番小さかったこと，この3人
兄弟が新入所であったこと，ちょっと頼りなげな
容貌・立ち居振る舞い，N美・Mi子・S治は未満
児クラスから一緒で，5歳児クラスの中で，自分
達3人だけは他の子とはちょっと違う繋がりを共
有している仲間なんだという子どもなりの意識が
芽生えていること（②＊），N美・Mi子・C子は4
歳児の時から3歳児の昼寝を手伝って寝かせつけ
たり絵本を読んでやるのを好んでいたこと，N江’
はMi子の言いなりになってしまう傾向があるも
のの強い友達関係があること，5人とも下に弟妹
がいなかった（N美は一人っ子）こと等が絡み合っ
て，この5歳児達とR男を中心とする3人兄弟の
かかわりが生まれていると思われる。
記録①H7．春
　食事中，すみれ組（3歳児クラス／未満児を
含む）にrR男ちゃん，食ってるかあ」とやっ
て来たN美。R男の斜め後ろからrR男ちゃん
おいしい？」と声をかけたり，「ご飯とおかずと
かわりばんこにね」と注意したり，普段自分が
言われていることのようでもあり保育者のつも
りのようでもある。U先生が弁当箱についたご
飯つぶを集めてあげるのをじっと見ている。そ
の視線に気づいてか，U先生「こうしてあげる
とR男ちゃん食べやすくなるんだよ」と言う。
N美，無言。そこへ5歳児担任がやって来て，
fN美ちゃん，　R男ちゃんのお世話もU’・いけど，
自分のご飯食ぺてからにしてもらいたい！」。N
美，自分の部屋に飛んで行く。
＜N美の連絡帳より＞
4／11（担任）
　一日，1子ちゃん（3歳児／筆者注）のお母
さん役でしっかり見守ってくれています。
　5／16（担任）
　　Y子ちゃん（4歳児／筆者注）のお世話をしっ
　かりやってくれました。
6／8（担任）
　　体調○，食欲◎で，すみれのA子ちゃんのお
世話をしっかりしてくれました。
6／13（担任）
　　マラソン大会の応援にR男君を連れて行きた
いとN美ちゃん。雨もたくさん降ってるから今
日は…と我慢してもらいました。
6／15（母親）
　「しょうゆご飯にして」。自分でお弁当にご飯
をつめて，一生懸命に振って片方に寄せてから
蓋をします。
6／15（担任）
　一日R男君のお世話，大事なしょうゆご飯も
　「はい，あ一ん」だったそうですよ。
6／19（担任）
　今日もR男君につきっきりでご飯も食ぺさせ
てくれていました。
6／21（担任）
　Mi子ちゃんと2人R男君をはさんで，母と
なったりペープサートで皆を楽しませたり忙し
い女の子です。
6／27（担任）
　今日はA子ちゃんのお世話に。せっせとして
くれてとってもいい光景でもあるけれど，N美
・ちゃん少し無理していないかな…？
7／7（担任）
　お姉さん（N美のこと／筆者注）は，R男君
のご飯を食ぺさせるのに夢中で，お腹がふさ
がってしまったようです。
7／17（担任）＜8日以降，熱で休み／筆者注＞
　R男君をおんぶし，鏡の前で「R男君だよ一」
rR男君だよ一」。
7／19（担任）
　早々に寄って，すみれの子のお世話をしてく
れました。
8／1（担任）
　R男君の世話にあけくれていました。
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9／12（母親）
　すっかり休みぐせ（？）がついてしまいまし
た。
9／12（担任）
　久しぶりのR男君との対面，本当に嬉しかo一
た様子。調子もよさそうでGoodでした。
記録②H7．夏
　N美が，rMi子ち冨んが自転車のとこで転ん
で足から血が出た1」と事務室協の戸口に駆け
込んで来た。「それは大変だ。そこに救急箱が下
がってるから治療してやってくれる？」と言う
保育者の頼みに，N美は「うん！」と元気よく
答え，ちょうどやって来たMi子を「大丈夫～」
と覗き込むようにして赤チソを塗ってやっては
「しみる？」と案じたりしている。N美の問い
かけにMi子も首を縦や横に振って神妙に治療
を受けている。そんなふうにしてソファに並ん
でいる二人を横目で見ながら，この子達の間に
いつからこんなかかわりが生まれるようになっ
たのだろうと思った。
　しばらくして，彼女達との間で未満児組時代
のことが話題になった折，Mi子が「あたしとN
美ちゃん，それにS治君，三人たんぼぼソ時か
らず一っといっしょなんだもんね一！」と言っ
て，「ね一！」と同意するN美と共に頭をかしげ
て確認し合う。
（2）H7年夏～秋
　このかかわりが微笑ましいものとして職員間で
話題になるにつれ，保育者もおしめ交換の際に，
先を争うように敷物の準備をし保育者とR男を取
り囲んで見ている5歳児達に「やってみる？」と
かかわりを売り渡す等，R男のことを任せる機会
を積極的に作ることもするようになった（⑧波線
部）。このような中で，「U子せんせ一，R男ちゃ
ん起きたよ」と世話をしたり，R男を囲んで彼の
状態を話題にして楽しい時を過ごしたり（③），3
人兄弟を子ども役にごっこ遊びをしたり（④），可
愛くて仕方がないようであった（⑤）。
　だが一方，優位に振る舞えるのも魅力なようで，
年上の自尊心を満足することがエスカレートする
と相手の気持ちに御構いなく強い口調になること
もあった。そういう時，居合わせた保育者が怒鳴
られる側の気持ちを伝えると「えっ？」という感
じであった（⑥）。3人兄弟もそれぞれに保育所生
活にも慣れ自分を出せるようになってきたことも
あるのではないかと思うが，遊びを抜けて隠れて
しまったり，しつこくされ逃げられずに泣き出し
てしまうことも出てきた（⑦）。
　また，保育者は，この保育現象を自然な異年齢
のかかわりができている姿と捉えると，無意識に
も当然3人兄弟以外に対しても同様のかかわりを
期待して用事を頼むようになる。だが，5歳児達
の拒否に合う（⑧）ことで，このかかわりが3人
兄弟との間でのことであるのに気づかされた。
記録③　H7．8．18．園庭で
N美「豆焼けたよ一」と飛んで来る。rR男ちゃ
ん，ほら枝豆」rR男ちゃ一ん」「ほら皮だよ」
rR男，　R男ちゃん」と豆を出して口に入れて
あげる。Mi子，タイヤに寝ながらN美と「～だ
と禽鷺鵬噛膜「うん」「“鶴鶴」と
R男の状態について話す。
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記録④　H7．9．22．
　Mi子，　N江，　H美，　A子でおうちごっこ。
Mi子「ご飯茶わん持って来なさい！A子！」。
「ピチッ」と言ってスイッチをひねる真似。H
美，Mi子のところにテレビが見たいと行く。
（略）
Mi子「H美，電話よ一」
H美「は一い」「バイバーイ」
Mi子「バイバイじゃないでしょ一，ちゃんと話
しなさい」
記録⑤　H8．9．21．
　N美・R男・S治の状況。N美とS治は泣い
ているR男の左右からR男の顔をのぞき込むよ
うにしてrU子んとこ行く？」と2人で連れて
行く。
私rR男ちゃんなんで泣いたの？」。　N美，無視。
S治「ひみつ」「教えてや一んない」。
　玄関でU先生に渡す。U先生「妙子先生，こ
れ見て」とR男のお腹に父親が書いたというrへ
のへのもへじ』を見せるので，あっちこっち（v
v）と動かして笑い合う。S治，そのお腹をか
まいキスする。R男，勢いでひっくり返りそう
記録⑥　H8．8．18．
「えっ？」とキョトソとした感じ。
記録⑦　H7．9．22．
記録④の遊びの途中でA子がいなくなり，Mi
子とN江は保育所中あちこち捜し回った。H美
もrA子一」と呼んで歩いたり，彼女らの様子
を目にして保育者や私もそれとなく捜したが見
つからない。結局，隣の部屋（すみれ組が午睡
に使っている）の押し入れの中で泣いているの
を担任が見つけた。理由を聞いた担任の話によ
れば，Mi子達に人形にされていやだったので
はないかとのこと。
＜A子の連絡帳より一担任の記述＞
9／1
年長のMi子ちゃんと手をつないでお家ごっ
こをしていました。
遊具庫の中でぺそをかいているので聞いてみ
たら，「だって，A子ちゃんお昼寝しないもん」
とMi子ちゃん。いつものお昼寝のことかと
思ったら，ままごとのお昼寝だったようです。
そのあと，Mi子ちゃんが一緒にお昼を食べた
いと言っていました。絶対いやのA子ちゃんで
ユ丞。
9／4
　年長のMi子ちゃんがプールの水着に着替
え，A子ちゃんにも着替えさせようとしたらし
くワーソと大泣きしてしまいました。
　私がM子（3歳児）にかかわっていく，rR男
ちゃん，ほらM子いいでしょ」と後ろを向くそ
ばで。
N美「～じゃないの！わかった！」rR男ちゃん，
『はい』は？」「『はい』は？」「『やだ』じゃな
い！」と自分の言うことを聞かないR男に畳み
掛けるように言う。近くにいた3歳児担任が「な
んか，そんなふうに言われると『いや』って言い
たくなるかもしれないね」と言うが，N美は
記録⑧　H7．7．27．
　U先生がrR男ちゃん，おしめ替えるから連
れて来て一」と言うとゴ近くにいたMi子・N江，
rR男ちゃん，おしめだよ」rU子にきれきれし
てもらおうね」等と口々に言いながら連れて来
て，おしめを取り替えるのをぐるりと囲むよう
にして見ていた。Mi子とN江はu先生にやり
方を教えてもらって手伝う。U先生が「はい，
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R男ちゃんは終わり6次はU太君（ベランダに
出ている）お願いしま一す」と彼女達に言うが，
あまり乗り気ではないようで，Mi子はいやそ
うな顔，N江はそれほど露骨ではないがやはり
いやそうな雰囲気で立っていて呼びには行かな
いo
一U保母「あらどうしたの一」「じゃ，Mi子ちゃ
ん，お願い」と言うがだめ』「やだ一あんた達。
R男ちゃんばっかりお世話して，どうしてU太
君はお世話しないの一」と聞く。
　　　　　　　　　　「li子（ちょっと言いにくそうにして）「だって，
R男ちゃん可愛いもん」。
U保母rU太君だってか一わいんだよ」「じゃ，
今日お誕生日のN江ちゃん，連れて来て」と頼
むがしない。
そのあと2人で，ベラソダにいるU太のとこ
うにrU太君，おしめだよ」と言いに行くが，
R男の時のように甲斐甲斐しくというのではな
く，いかにも形だけという感じがある。
U保母「あんたあち，ど一して，U太君だって
可愛いじゃな一い」
（3）H7年秋一・．冬
　11月，5歳児達とのかかわりでR男が気持ちよ
い表情ではないことが話題になり，担当の保育者
とかかわる時間をもってU太（6月途中入所の1
歳児）と遊べたらいいのではないかと考えて，午
前のおやつの時間（未満児のU太とR男のみ）を
きっかけにR男の興味のあるものを彼に訊ねて遊
んだ。迎えに来たN美達には「ごめんね，私が遊
びたいんだ一」と断った。
　3人での遊びを心がけるうち，ある時，作って
やった剣で2人が切り合って死ぬ真似をする遊び
を楽しむ姿も見られ，R男自身もN美らの誘いに
対していやだと言葉で拒否するということも出て
きた（⑨二重線部）。
（4）H7年冬～H8年春
　相手の拒否に合いながらもかかわる中，時には
相手の気持ちをおもんぱかって一緒にかかわって
いる仲間に伝えたり（⑨傍線部），相手の気持ちを
無視した友達のかかわりを非難することも出てき
た。2～3月には健康診断ごっこと称してN美が
先生，Mi子が父兄になり，　N江・A子・H美に他
の3歳児を加えて楽しそうな雰囲気で遊んでいる
姿も見られるようになった。ただ，修了間際には
R男等も相当強く拒否するようになって本当に
困っているN美・Mi子等の姿も見られた。’
　また，とかくM子には当たりのきついN美で
あったが（⑩⑪⑫），居残りの時には仲良く遊んだ
り，世話をやいてお姉さんらしさを満喫していた
（⑬波線部）。M子の方も，時には言いなりになり
（⑬傍線部）時には彼女なりに抵抗したり（⑭）
rN美ちゃん，おっかね一」と内心を吐露したり
　　　　　　　　　　い）　　　こ　わ（⑮）しながら楽しそうに遊んで（もらって）い
た。
　保育者のかかわりを見てのことか，夏の頃には
相手にしなかったU太も一緒に遊びに誘おうとす
ることもあった（⑨波線部）。そのような中，U太
の方も多少ペットにされながらも，遊びの輪に加
わっている姿も見られた（⑯）。
　さらに，彼らの影響か，これまでこういう行為
をしなかったのに，可愛がってもらえず弾かれる
子を拾ってやる子（妹あり）も出てきた（⑰）。
記録⑨　H7．12．28．
絵の具をしていて。
N美「混ぜちゃだめだよ」とボンとR男の頭を
叩く。「ほら，いこっ！」と手洗いに連れて行き，
後ろから両手を回しごしごしとこすらせる。
　　Mi子　　　　R男　　　　N美
　　　　））
「もう少しR男ちゃん前に出てごらん」。亜
「いや一といやがると，そばにいたMi子「や
だって…」。とR男の気持ちをN美に言う。
N美rU子がいやん～」
　　　　　　くいいの）　Mi子，　R男の手をひいてrN美ちゃ一ん」と
呼ぶので，部屋に行ってみると，N美はU太の
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回りにあるブロックを籠に入れ　「おいで！」と
誘っている。
u太「や一だ一」
N美「ほら，おいで」rR男ちゃんと遊ぼ」
認するU先生の言葉を耳にしてかM子は，自分
も持って来たことや忘れて届けてもらったこと
を楽しそうに片言で話す。
記録⑬　H8．1．6．土曜日，居残りで食事の時。
記録⑩　H7．12．28．
記録⑪　H7．8．17．
　昼食後，M子，5歳児クラスの遊びの仲間に
入ろうとして，入口でN美に怒鳴られる。M子
が泣くとN美は戸を細めに開けたままで，「U子
先生から頼まれた用事（自分が食ぺた皿の片づ
け／私が先に言い出した）をやって来たらね」
と条件をつける。M子，瞬間だったが地団駄踏
んで泣く。
W先生と私でM子の弁当のおにぎりをねだ
る（多少戯れもあった）とM子は拒否。そばに
いたN美rM子ちゃん，あげなさい！」。　M子「は
竺」。私達の言うことよりよく聞くとW先生と
笑ったりびっくりしたり。
　それだけシビアな関係（言うことを聞かなけ
ればならない関係）なのだと思う。対大人なら
甘えがあり，その甘えを受け入れるものが大人
にはあるt’その分自分を出せるのではないか。
　途中，「しっこ出る」とM子がトイレに走うて
行くと，N美は「M子ちゃ一ん」と親しそうに
呼んで追いかける。戻って来たM子のセーター
が彼女のきつめのスパッツのようなズボソの中
に入れてある。M子は，ああは入れられないか
らN美がやってあげたのだと思っていると，
少し遅れて　って来たN美「あ一（と疲れた感
じを思いっきり出して）M子ちゃんのお守りも
楽じゃない（でも自分で思うお姉さん的行為を
して満足そう）」
記録⑫　H8．1．6． 記録⑭　H8：1．5．
　M子入ってくる。「あ一た一。なんで食ぺるん
　　　　　　　　　（や－　だ　　 　　　 －）だよ一」と座る。N美そばに来てrM子，向こ
う行って！」ときつく言う。M子泣いて，ロッ
カーの所に立ってメモをとる私の腰にすがって
「お母ちゃ一ん（M子との遊びの役割），だめっ
て言った一」と泣く。私がN美にM子が始めた
遊びであることを伝え，C子に「ねっ，　C子！」
と同意を求めると，C子も「ウソ」と当然のよ
うに言ってくれた。その時，rN美ちゃん，お弁
当（土曜のため）持って来た？」と居残りを確
　保育所で新しく購入してもらったおもちゃ
（いろんな食べ物）が魅力なのか，登所すると
さくら組（5歳児クラス）のままごとコーナー
で遊んでいたM子。遅くなって登所したN美は，
部屋に入って来るなりそれを見てrM子ちゃん，
私達さくらの子に聞いた？」「聞かなきゃだめな
んだよ！」と厳しく言う。するとM子は，N美
がいなかった時のようには遊び込まずに，テー
ブルの上のご馳走を一応全部（？）パクパクと
食べる真似をしてサーッと出て行く’ B
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昨夏，誰もいないさくら組で他人のセーラー
ムーソの水着を3枚引っ張り出し並べて見てい
たが，N美が入って来るのを入口に見とめるや
いなや「あっ，N美…」と眩いて，　N美をぐうっ
と迂回して逃げた（下図参照）。それを目にして
いた5歳児担任と私とで「おっかない存在なん
だねえ」と話し合った。
　だが今は，N美の姿を見てすぐには逃げ出さ
ない。自分の遊びをすぐ諦めるのではなく，楽
しめないにしても，やろうとしていたのではな
いかとおぼしきことをやって出て行くように
なっている。
???ー
?
M子
???
入口
今日N美ちゃんと居残りだよ…」。M子，前向き
に抱かれていたからだをねじって私の方を見
る。「え一っ」というのでもない何とも言えない
表情（喜んでいるのではないことは確か。戸惑
いか？）
記録⑯　H8．1．6．
記録⑮二H8．1．6．
居残りの時，H6年のクリスマス会のビデオ
を見ていて，N美が写った。　U先生と私が思わ
ずrN美ちゃん，か一わい，赤ちゃんぽい」と
その幼さにびっくりし，私が「今はおっかない
のにね一」とU先生の方を振り返6て2人で頷
いて笑い合って話していると，私のからだの前
に背をもたれさせて抱かれていたM子「ウー，
N美ちゃん，おっかね一」とからだをそらせて
私の方を向く（会話に参加してきてびっくり，
大人の話をちゃんと聞いているんだなあとも
思った）。
　しばらくしてM子と2人になった時，どうか
なと思いつつ私が「M子，N美ちゃん，おっか
ない一？」と聞くと，、「うん，おもちゃ貸してく
んない」「入っちゃだめって言う’（言い方は逆
だったが）」「N美ちゃん意地悪一」と普段N美
にされていてN・やなことをいくつかあげる。私
「そっか一，N美ちゃんおっかないか一，でも
回転寿司の遊びで。
（おもちゃの寿司をどんどん台にのせるU太
に）N美「U太，U太，あんまり入れないで！」
「U太，『はい』は？U太，『はい』は？」
u太「はい」
N美rU太，抱っこしようか？」と自分の膝に
上げる。「U太，下りる？」「下りる？」「抱っこ
がいいの～」「U太，今度なんにする（どの寿司
を選ぶ）？なんにする？」「はい，きゅうり食べ
な。はい，パクパク」。、U太の背後から両手を回
し「お母さん（自分のこと）に貸してごらん」
と割りばしで取る6U太も柔順に子ども役に徹
竺。
N美「じゃ，私さ，U太のお母さんね」と自分
がそのつもりだった母親役をC子に提示して了
解を得る。
C子「いいよ一」「でもさ，私はA穂（3歳児）
のお母さんね」
記録⑰　且7．12．25．
　昼食後，廊下で。
M子「ね，ね，Mi子ちゃん，　M子，お母さんに
なる」
Mi子「だめ一」
M子「ウーッ」（からだに力を入れて不満そう）
Mi子「だってM子かってないんが　　　　　（入れて　ない　も　ん）」
1子（3歳児）も加わり，「そうだよ。年長さん
だったらお母さんになれるけど，そんなチピ
ちゃん…（だめだよね一というようなことを言
一61一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第35集　1998
う）」。
M樹（5歳児）仲介に入る。
Mi子rM樹君だって人の気持ち全然わからな
い…（というようなことを言う）」
M樹「じゃ，M子ちゃん，おにごっこする？」
M子「うん」
と遊んでやる。
乗って頼む。ようやく「いいよ一」と言うU太
の許可が出た。
　この日は，その後も3歳児の部屋にあるガス
レソジ（廃物）等で囲ったままごとこづこかお
うちごっこのような雰囲気のコーナー一で，
N子「N子は？」U太「いいよ一」
M子「M子は？」U太「だめ一」というかかわ
りが見られた。
　［V］かかわりの様子に見るもの
（1）相手への思いによること
　3人兄弟に対して愛しい思いでかかわっている
からといってどの年下の者にも同様のかかわりが
できるというわけではない。相手に対する思いに
より異なる。
　例えば，可愛いと思えばlR男がいやがっても
あれこれ世話をやいたりかまったりする。しかし，
U太が途中入所して彼が保育所で一番小さな子に
なっても，キックしたり等行動も激しく，R男の
ようにすっぽり思いのままになる感じではない
し，3歳児も彼に伺いをたてて遊びに入れてもら
うようであった（⑱）ためか，愛しい相手には選
ばれなかった。とかく集団からはずれた行動をす
ること？多いM子もそうであった。
　つまり，可愛がるには，相手に対する（可愛い！）
という思い・心情が必要であるという一番あたり
まえのことに今さらながらに気づかされる。【②／
［IV］での番号を示す】
記録⑱　H7．8．8．
　朝，みんながまだあまり来ていない時，N子
（3歳児）とM子が遊んでいた。午睡た使用し
ている部屋の押し入れの所で，上段に上がって
いるU太にM子が「かって！（入れて）」と言うと・U太
「だめ一」。N子が「N子は一～」と聞くと，　U
太，軽快に「いいよ一」。N子，上段に上がる。
M子「M子も一」「お願一い」「かって一」と，
押し入れに上がるために置いてある子ども用の
椅子に布製の積み木を一つ重ねたものの上に
（2）関係によること
　愛しい思いを抱いている相手でも，互いの関係
がまだ新鮮で未知の部分が多いと，自分の思いと
相手の思いがずれた時相手の思いを読もうとする
　【（1）】。だが，関係に慣れが生じると，自分の思い
が優先して相手をペット化してしまう【②】。
③状況によること
　時期が変わり保育者のかかわりも変わってくる
中で，相手にしなかった子が視野に入ってきたり，
通常の時間帯には邪険にしていても居残りという
特殊な状況を共有する時には，年上の者としての
自負と愛しい思いでかかわることができる【（4）】
等，状況によって関係が変わり，かかわりも変わ
る。
（4）保育者の思いによること
　共に生活している保育者がそのかかわりをどう
いう思いで捉えているかは，保育（者）のありよ
うとなって表れ子どものかかわりに影響を与えて
いく。例えばペット化の傾向も関係性の問題だけ
でなく，容認している感覚がある場合【（1）】と問
題として括り出している場合【②㈲（4）】とでは
保育者のかかわりも違うし子どものありようも違
う。そして，それがまた保育者の思いを変えてい
く。
㈲相手のありようによること
　何か月か保育所生活を経，誘いを断る保育者を
見たりした後と入所当初では3人兄弟の身の処し
方も違い，5歳児のかかわりも違ったものになら
ざるを得ない。
（6）兄弟間での経験によること
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弟妹がいないので年下の者を扱ってみたいとい
う思いがあると同時に，’ m美以外は末っ子のため
下の経験があり，扱いは不慣れなものの泣かせた
りした時等に相手に共感できやすい。
　また，兄弟関係たおいて上の体験があるから，
普段はさして関心がないのに，弾き出された子ど
もを見た時にはその子の気持ちを受け止めてやる
ことができる。
［W］おわりに
　異年齢のかかわりはある個人に固定的にある能
力ではなく，これらの中で動いているものである。
しかも，人間関係の発達に関してジグザグしなが
ら一方向に流れるようなことがよく言われるが，
異年齢というある特定の人間同士の関係でも多少
の望ましいと思われる方向に流れるのではなく，
時にはペット化し時には保護し時には拒否された
りしながら，相手の行為や表情や言葉の中にいろ
いろな思いを読みとり，多様なかかわり方に気づ
いていく広がりなのであって，ある時期の状態が
消えてなくなってしまうことなのではない。
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